
新しい年になりました！ 　　　 田んぼでの農作業は、この時期ほとんど

これまでずっと全力疾走で、がむしゃらに 　　　 ありませんが、日々の精米で大量に出る

駆け抜けてきたような気がしますが、濱田 　　　 米ぬかを時々田んぼに散布しています。

ファームも今年で15年目。私たちも50歳を 　　　 即効性のある肥料にはなりませんが、田

意識するようになりました。また人生折り 　　　 んぼから出たものは田んぼに返す。じわっ

返しも感じています。 　　　 と田んぼの地力になってくれたらいいな

そんなわけで全力疾走を見直して、マラソ 　　　 と思っています。

ン（去年ともまるは初フルマラソンで完走 　　　 さて２月、雪と寒さとにおびえながら、

しました！）のようにゴールを見据えて、 　　　 事務所で作業所内で、活動します！

　　　　　　　　　　    10km毎の目標タイムを設定してペースを

　　　　　　　　　　    守って走るように。米作りでもそんな、

　　　　　　　　　      落ち着きのある１年にしたいなと思って

　　　　　　　　　　  います。無理そうですが・・・(笑)。

　　　　　　　　　　    さて新年は、タイトル通り餅つきから始

　　　　　　　　　　    まりました。気の合う仲間とワイワイ、

　　　　　　　　　　    でも、超巨大な蒸し器に杵と臼で本気の

　　　　　　　　　　　　　餅つき。今年もいい年になりますように！

発送でお米をお届けしているお客様へ、 　準備や片づけで出店前後の数日は仕事にならないうえに、

お便りや納品書・請求書をクリアポケット等の袋または封筒には 　片道400kmの道のり、特に冬は雪と戦いながら運転して、

入れずにご用意しています。以前は「丁寧に」と思いで何かしら 　家族３人分の宿泊代は大きく経費を圧迫し、大きな利益も

の袋に入れたり、再利用できるかもとクリアファイルにお入れし 　なく宣伝効果もうすい、それがマルシェ出店の現実です。

ていましたが、数年前からすっぱりきっぱりやめる事にしました。 　それでもこの8年間出店を続けている理由は、1番にお客様

誰もが必要ない・求めていないものを、こちら側がやらないより 　との出会いですが、それ以外に出店者仲間や事務局の方々

やった方が安全という気持ちだけでやるのは、一方的・利己的だ 　との緩やかな心地よい繋がりがあるかもしれません。

と考えるようになったからです。 　家族でも友達でも

但しご贈答用のお米については、お届けするお米のご案内に稲穂 　仕事でもなく。

を添えてクリアポケット袋にお入れしています。お米を送った方 　サードプレイス

の気持ちを添えたいという思いからです。 　というよりは、

　4th・5thの場な

　のかも。と思い

　ながら楽しく飲

土曜日・日曜日・祝日は定休、平日は不定休です。 　ましたー！

祝日やマルシェ出店で月曜休みが多い事をご留意くださいませ。
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〒938-0041 富山県黒部市堀切3000-2
※直売所は農作業の合間にあけています

※営業日・時間は不定、ご来店の前日までにご連絡ください！

TEL/FAX 050-3430-8050
※携帯ではなく固定電話です

※電話10-18時頃まで

※農作業で留守の場合が多いので留守電にご用件を残して下さい

mail info@hamadafarm.com

HP「タンボマスターへの道」www.hamadafarm.com

「タンボマスター」で検索！

ゴミ削減に努めています！

ご注文対応日カレンダー

マルシェは4thプレイス！

新年は餅つきからスタート！の1月！


